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注:物理の議論では､ブランクの原理‥(U,V)- (U/,V)⇔ U/_>U を前提にして形式化の出
発点にとればよい｡(第2種永久機関の非存在とくらべても感覚的にわかりやすい｡)これによ
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研究会報告
3 おわリに
定理 (エントロピー原理)できまったエントロピーは抽象的なものである｡公理論的熱力学
を完成させるには､このあと抽象的エントロピーをもちいて温度などの概念の定式化をしなけ
ればならない｡大雑把にいうと､熱的接触や力学的接触に関する公理を加え､熱力学の変分原
理がこのエントロピーによって表現できることを確認すればよい｡具体的には文献[3】を参照｡
この公理論に関して筆者が興味をもっているのは､断熱操作の公理系からきまった抽象的なエ
ントロピーが熱力学エントロピー以外の量と関係するのかどうかであるo例えば､Kolmogorov
complxityや shannon情報量をL-Yの公理系から位置付けることができないのだろうか?ラ
ンダムネス､情報､熱力学の関係については､歴史的にも様々な議論をされているが､【4]深い
レベルでの考察には至っていないように思える｡筆者の意見では､これらの考察では熱力学に
関する理解が甘すぎると感じている｡熱力学をLY公理系でとらえた上で､ランダムネスや情
報との接点に切り込んでいくことは遠くない問題であろうD
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